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祝
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新
成
人
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祝
！
新
成
人
～

　　
１
月
９
日
（
日
）、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
平
成
23
年
鶴
居
村
成
人
式
」
が
挙
行

１
月
９
日
（
日
）、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
平
成
23
年
鶴
居
村
成
人
式
」
が
挙
行

さ
れ
、男
性
12
名
、女
性
９
名
、計
21
名
の
方
々
が
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

さ
れ
、男
性
12
名
、女
性
９
名
、計
21
名
の
方
々
が
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
代
表
が
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
語
り
、
ま
た
新
た
に
与
え
ら
れ
た
権
利

　
式
典
で
は
、
新
成
人
代
表
が
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
語
り
、
ま
た
新
た
に
与
え
ら
れ
た
権
利

や
果
た
す
べ
き
義
務
に
つ
い
て
、
成
人
と
し
て
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

や
果
た
す
べ
き
義
務
に
つ
い
て
、
成
人
と
し
て
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。



平成23年２月号　２

今年も確定申告の時期となりました。
役場では、平成22年分の所得税・住民税（平成23年度分）の確定申告相談を、

次のとおり実施します。

◇申告相談受付期間
　●申告期間は2月16日（水）から3月14日（月）です。
　●還付申告は3月15日（火）まで受付けています。
◇確定申告が必要な人
　●営業・農業・不動産・配当・譲渡・雑・一時など
　　の所得がある人
　●サラリーマンで次に該当する人
　　１　給与所得が2,000万円を超える人
　　２　給与以外の所得が20万円を超える人
　　３　２ヶ所以上から給与の支払を受けている人
　　４　年末調整をされていない人
　●公的年金等に係る雑所得の金額から所得控除を差
　　し引くと残額がある人
◇還付申告ができる人
　●年の途中で退職して年末調整されていない人
　●年末調整された給与所得者で、医療費、寄附金、
　　住宅借入金控除等を受けることができる人
　●年金受給者のうち、所得税の源泉徴収をされてい
　　る人で、社会保険料、医療費などの諸控除を受け
　　ることができる人
◇申告に必要なもの
　●収入や経費などを証明できる書類（源泉徴収票、
　　収支内訳書、領収書など）
　●生命保険料や地震保険料、国民年金、国民健康保
　　険料、長寿医療保険料などの控除額が証明される

　　書類
　●医療費、雑損、寄附金、住宅借入金等控除を受け
　　る場合は、領収書など各種控除に必要な書類（詳
　　しくは役場税務係若しくは税務署にお問合せくだ
　　さい）
  ●所得税が還付される人は、振込先の金融機関とそ
　　の口座番号が分かるもの
　●印鑑
◇住民税の申告
　●平成23年１月１日現在、鶴居村に住んでいて、平
　　成22年中に収入などのあった人は申告が必要とな
　　ります。
　●国民健康保険に加入している人は、収入の有無に
　　かかわらず、申告が必要となります。
　●収入がなかった人で、別世帯の人の扶養になって
　　いる人は、申告が必要となります。
　●確定、還付申告をする人は住民税の申告は必要あ
　　りません。
　●住民税の申告がないと、未申告の扱いとなり、認
　　定課税の対象となりますので忘れずに申告してく
　　ださい。
◇問合せ先
　振興課税務係　☎64-2112（課直通）
　釧路税務署　☎31-5100（代　表）

～確定申告相談日程表～

確定申告のお知らせ

※対象地域の住民を優先して受け付けますので、極力、指定日にご来場されますようお願いします。
※期間中は多くの方が来場されるため会場が大変混み合い、長時間お待ちいただかなければならない場合がありますので、ご
　理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。
※還付申告は、１月17日（月）～３月15日（火）まで受け付けています。（上記日程以外は役場税務係窓口において受け付けます。）

月日 曜日 受付時間 会　場 対象地域
２月16日 水 9:30～16:00 役場２階会議室 鶴居市街２月17日 木
２月18日 金 9:30～16:00 役場２階会議室 中雪裡東・中雪裡西・中雪裡南２月21日 月
２月22日 火 9:30～16:00 幌呂農村環境改善センター 幌呂市街
２月23日 水 9:30～16:00 幌呂農村環境改善センター 中幌呂・中幌呂下・支幌呂・茂幌呂２月24日 木
２月25日 金 9:30～16:00 支雪裡コミュニティセンター 支雪裡・中久著呂
２月28日 月 9:30～16:00 下雪裡コミュニティセンター 下雪裡
３月１日 火 9:30～16:00 上幌呂コミュニティセンター 上幌呂・新幌呂３月２日 水
３月３日 木 9:30～16:00 下幌呂コミュニティセンター 下幌呂３月４日 金
３月７日 月 9:30～16:00 下久著呂コミュニティセンター 下久著呂
３月８日 火 9:30～16:00 茂雪裡コミュニティセンター 茂雪裡３月９日 水
３月10日 木

9:30～16:00 役場２階会議室 地域指定なし３月11日 金
３月14日 月
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お問合せ先
役場振興課税務係（☎0154－64－2112）　役場住民課国民健康保険係（☎0154－64－2113）

　わたしたちが日々安心して生活していくためには、救急や消防、道路の維持補修や除雪、教育や福祉、ごみの

収集などの公共サービスが必要です。皆さんから納めて頂く税金は、こうした公共サービスを維持するための貴

重な自主財源となっています。

　村税は村民全員の財産です。村税を有効に使うため納期内納付を守られるようご協力願います。

●「釧路・根室広域地方税滞納整理機構」について

　平成19年４月１日に税の徴収業務を強化するための「釧路・根室広域地方税滞納整理機構」が設立されまし

た。現在の構成市町村は鶴居村を含む釧路・根室管内の11町村です。

　この組織は、税の公平性の確保と滞納額の縮減を図るために、町村単独での処理が困難な滞納事案を引き

受け、財産差押や公売などの強制的な滞納整理を専門に行う広域的組織です。

●滞納者を順次「釧路・根室広域地方税滞納整理機構」に引き継ぎます

　税金は納期限を過ぎますと「未納」ではなく「滞納」です。

　滞納を放置すれば地方税に対する不公平感が増大し、税務行政の不信感につながることから、納税意識に

乏しい次のような方を機構に引き継ぎ、滞納処分を実施することになります。

・滞納金額が毎年累増している滞納者

・一定の収入がありながら納税のない滞納者（少額納税含む）

・納税の意思は示すが履行しない滞納者

・村の催告に応答がないなど、納税誠意の無い滞納者

●滞納処分とは

　納期限内納付をされている納税者との公平性を確保するため、納期を過ぎても相談・連絡などもなく納付

を放置された方や、納税の約束を履行されない方の、本人の意思に関わりなく、滞納になっている税金を強

制的に徴収するため、滞納者の財産を差押え、換価（公売）し、滞納になっている税金にあてて完納させる一

連の手続きをいいます。

●「釧路・根室広域地方税滞納整理機構」の実績（平成22年12月末現在）

○引継件数 282件 ○差し押さえの件数 ・債権（その他） 4件
○引継額 337,723千円 ・債権（預貯金） 147件 ・不動産 34件
○収納額 82,082千円 ・債権（給与、年金） 34件 ・その他 14件

・債権（保険） 61件 ・合計 285件

※村税の滞納は「税負担の公平性」を大きく逸脱する行為です。納税は村民の義務であることを今一度強く認識し、
　納期限内納入の励行と滞納解消の計画・実行をお願いいたします。

●放置しないでご相談を

　村は滞納処分の実施、釧路・根室広域地方税滞納整理機構への引き継ぎ等を行い、収納対策を強化してい

ます。滞納を放置しておくと差し押さえ等の不利益を受けることになることから、やむをえない事情により

納期限までに納付できない場合は、早めに相談しましょう。

村税の収納対策を強化しています
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邉
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平成23年２月号　４

戸
籍
の
電
算
化
が
始
ま
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
戸
籍
を
正
確
に
作
成
し
、
証
明
の
発
行
を
速
や
か
に
行
え
る
よ
う
、
戸
籍

　

村
で
は
、
戸
籍
を
正
確
に
作
成
し
、
証
明
の
発
行
を
速
や
か
に
行
え
る
よ
う
、
戸
籍

の
電
算
化
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
２
８
日
か
ら
電
算
に
よ
る
戸

の
電
算
化
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
２
８
日
か
ら
電
算
に
よ
る
戸

籍
事
務
の
一
部
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
が
、
戸
籍
の
電
算
化
で
何
が
変
わ
る
の
か
、

籍
事
務
の
一
部
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
が
、
戸
籍
の
電
算
化
で
何
が
変
わ
る
の
か
、

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

今
月
号
は
、

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

今
月
号
は
、

「
氏
」や「
名
」の
文
字
の
お
話
で
す
。

「
氏
」や「
名
」の
文
字
の
お
話
で
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課
戸
籍
係

役
場
住
民
課
戸
籍
係

０
１
５
４

０
１
５
４
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６
４
６
４
――
２
１
１
３

２
１
１
３

◆
知
っ
て
お
き
た
い「
申
し
出
」

　

現
在
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

文
字
が
法
改
正
な
ど
で
取
扱
い
が

変
わ
り
、
別
の
字
体
に
変
更
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
変
更

で
、「
氏
」に
関
し
て
は
、
戸
籍
の

筆
頭
者
及
び
配
偶
者
、「
名
」に
関

し
て
は
本
人（
15
歳
以
上
）が
申
し

出
人
と
な
り
、
変
更
の
意
思
表
示

で
あ
る「
申
し
出
」を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
現
在
の
戸
籍
で「
𠮷
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
戸
籍

電
算
化
後
も「
𠮷
」の
ま
ま
で
す
が
、

申
出
を
す
る
こ
と
で「
吉
」と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
例

　
　
　
「
隆
」　
　

↓　
「
隆
」

　
　
　
「
澁
」　
　

↓　
「
渋
」

　
　
「
邉
・
邊
」　
↓　
「
辺
」

　

申
し
出
を
し
た
い
方
は
、
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
文
字
に
よ
っ
て
は
、
直

す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
戸
籍
の
文
字

　

戸
籍
は
、
日
本
国
民
の
出
生
か
ら

死
亡
ま
で
の
身
分
関
係
を
記
録
し
た

公
簿
で
、
氏
名
・
男
女
の
別
・
親
子

関
係（
父
母
の
氏
名
と
続
柄
）や
夫
婦

関
係
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

氏
名
の
文
字
は
、
人
の
同
一
性
を

識
別
す
る
た
め
に
社
会
生
活
上
重
要

な
も
の
で
す
が
、
手
書
き
か
ら
始
ま

っ
た
戸
籍
の
記
載
は
、
書
き
癖
や
崩

し
文
字
に
よ
り
辞
書
に
の
っ
て
い
な

い
文
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
戸
籍
電
算
化

後
は
、
常
用
漢
字
や
人
名
用
漢
字
な

ど
、
そ
の
文
字
に
対
応
す
る
正
字
に

置
き
換
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

置
き
換
え
ら
れ
る
文
字
の
例
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
の
電
算
化
に

よ
り
文
字
が
正
字
に
置
き
換
え
ら
れ

る
方（
鶴
居
村
に
本
籍
の
あ
る
方
に

限
り
ま
す
）に
つ
い
て
は
、
２
月
下

旬
に
役
場
か
ら
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
は
氏
名
そ
の
も

の
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

村
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
や
介
護
保
険
被
保

険
者
証
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明

書
な
ど
は
自
動
的
に
戸
籍
と
同
じ
表

記
に
な
り
ま
す
。

置
き
換
え
ら
れ
る
文
字
の
例
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櫻橋鶴居消防団長を先頭に特別点検

整然と並ぶ鶴居消防各分団の団員たち

１
／
５

消防団員技能競技大会で優秀な成績を収めた
第２分団や勤続者への表彰

気
持
ち
も
新
た
に
防
災
活
動
が
ス
タ
ー
ト

　

平
成
23
年
鶴
居
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
る

北海道社会貢献賞（自治功労者）を受賞
された鶴居村議会の松井宏志議長

長
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
へ
の
功
績
に
よ
り

　

松
井
宏
志
議
長
が
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

12
／
21

　

長
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
へ
の
貢
献
に
よ
り
、鶴
居
村
議
会
の
松
井
宏
志
議
長
が
、

北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
自
治
功
労
者
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

松
井
議
長
は
、
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
５
月
に
鶴
居
村
議
会
議
員
に
初
当
選

以
来
、
現
在
ま
で
通
算
５
期
在
任
し
、
そ
の
間
、
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）
５
月

か
ら
２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）
４
月
ま
で
産
業
常
任
委
員
長
を
、
同
年
５
月
か
ら

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）
４
月
ま
で
総
務
常
任
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
同
年
５
月

か
ら
現
在
ま
で
議
長
の
要
職
に
あ
り
ま
す
。

　

産
業
常
任
委
員
長
在
任
中
に
は
、「
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
家
畜
排
せ
つ
物
法
）」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
村

に
お
け
る
家
畜
環
境
問
題
の
解
決
と
各
種
施
策
の
速
や
か
な
実
施
に
向
け
尽
力
さ

れ
、
ま
た
、
総
務
常
任
委
員
長
在
任
中
に
は
、
村
の
生
活
基
盤
の
更
な
る
充
実
や
教

育
施
設
の
整
備
な
ど
、
住
民
生
活
の
安
定
と
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
井
議
長
は
議
長
就
任
以
降
も
、
自
主
財
源
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
村
の

健
全
財
政
の
確
保
や
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
の
振
興
な
ど
、
行
政
と
住
民
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
ま
た
、
釧
路
町
村
議
会
議
長
会
会
長
と
し
て
、
釧
路
管
内
の
議
会
の

と
り
ま
と
め
役
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
居
消
防
団
の
出
初
式
が
５
日
、総
合
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
で
行
わ
れ
、
職
・
団
員
や
来
賓
の
方
々
な

ど
、
約
80
名
が
出
席
し
、
団
員
に
よ
る
部
隊
行
動

の
確
認
や
車
両
点
検
が
行
わ
れ
、
新
た
な
年
の
防

災
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
鶴
居
消
防
の
出
動
は
、
火
災
出
動
が
４

件（
車
両
火
災
３
件
、
林
野
火
災
１
件
・
前
年
対

比
＋
２
件
）、
救
助
・
警
戒
・
そ
の
他
の
出
動
が

20
件（
前
年
対
比
＋
９
件
）、
救
急
出
動
が
１
２
０

件（
前
年
対
比
▲
19
件
）、
そ
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
要
請
件
数
は
18
件（
前
年
対
比
＋
８
件
）で
し
た
。

　

出
席
し
た
職
・
団
員
た
ち
か
ら
は
、
今
年
の
防

災
活
動
へ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
式
の

後
に
は
、
昨
年
９
月
に
釧
路
市
で
開
催
さ
れ
た
消

防
団
員
技
能
競
技
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
、

鶴
居
消
防
団
第
２
分
団
へ
の
表
彰
や
各
勤

続
表
彰
が
行
わ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
の

栄
誉
を
讃
え
ま
し
た
。



平成23年２月号　６

１
／
９
新
た
に
成
人
と
な
っ
た
若
者
た
ち
が
集
い

　

平
成
23
年
鶴
居
村
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
る

石脇教育委員長に対し、新成人として誓い
の言葉を述べる岩井さん（左）と岡田さん

１
／
11

　

総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
平
成
23
年
鶴
居

村
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
、
男
性
12
名
、
女
性
９

名
の
計
21
名
が
新
成
人
と
し
て
式
典
に
臨
み
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
美
し
い
晴
れ
着
や
真
新
し
い
ス
ー

ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
詰
め
か
け
、
和
や

か
な
中
で
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
石
脇
教
育
委
員
長
の
式
辞
や
日

野
浦
村
長
、
松
井
村
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の

言
葉
を
受
け
、
新
成
人
を
代
表
し
て
岩
井
亮
達

さ
ん
（
鶴
居
市
街
）
と
岡
田
志
帆
さ
ん
（
中
幌

呂
下
）
が
、
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
新
た
に

権
利
や
義
務
が
生
じ
た
こ
と
に
対
す
る
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
る
な
ど
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
終
了
後
、
新
成
人
た
ち
は
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

日野浦村長から感謝状を手渡される株式会社
佐々木建設代表取締役社長の佐々木昇一さん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

久々に再会し、楽しい様子が伝わります

村
へ
の
各
種
地
域
貢
献
事
業
を
讃
え

　

株
式
会
社
佐
々
木
建
設
（
鶴
居
市
街
）
に
感
謝
状
を
贈
呈

　

こ
の
ほ
ど
、
村
へ
の
各
種
地
域
貢
献
事
業
を

行
っ
て
い
る
株
式
会
社
佐
々
木
建
設
（
佐
々
木

昇
一
代
表
取
締
役
社
長
）
に
対
し
、
日
野
浦
村

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
感
謝
状
は
、
下
雪
裡
に
架
か
る
音
羽

橋
周
辺
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
ね
ぐ
ら
環
境
保
全
事

業
に
お
い
て
、
伐
採
し
た
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
雑
木

を
搬
出
す
る
作
業
で
、
所
有
す
る
重
機
を
出
役

さ
せ
運
搬
作
業
へ
の
協
力
を
行
っ
た
こ
と
や
、

下
久
著
呂
の
オ
ン
ネ
ナ
イ
明
渠
排
水
路
の
維
持

管
理
作
業
で
、
排
水
改
善
の
た
め
の
調
査
に
お

い
て
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
排
水
作
業
へ
の
協
力
を

行
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
贈
呈
と
な
り
ま

し
た
。

　

佐
々
木
社
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多

く
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

新成人、来賓及び関係者による集合写真

　

こ
の
ほ
ど
、
役
場
窓
口
に
あ
る
各
種
証
明

申
請
記
載
台
上
部
の
天
井
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
が
設
置
さ
れ
、
暗
か
っ
た
記
載
台
を
照
ら

し
て
来
庁
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
、
釧
路
市
の
北

電
工
業
株
式
会
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
新
妻
緊
市
社
長
は
、「
村
内
で
各
種

電
気
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
工
事

施
工
時
に
は
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
、そ
の
恩
返
し
に
な
れ
ば
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

天
井
に
取
り
付
け
ら
れ
た

２
個
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
。

利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。



７　平成23年２月号

１日（火）
　　幌呂老人クラブ健康相談
　　　 ９：３０～　幌呂老人寿の家
　　下幌呂老人クラブ健康相談
　　　１０：３０～　下幌呂老人寿の家
３日（木）
　　乳児検診
　　　１３：００～　総合センター和室
４日（金）
　　特設人権相談所
　　　１３：００～　役場２階会議室
６日（日）
　　初級スキー・スノーボード教室
　　　１０：００～　阿寒ロイヤルバレースキー場
　　第２４回鶴居村タンチョウフェスティバル
　　　１１：００～　茂雪裡川河畔特設会場
８日（火）
　　子育て支援事業「あそびのひろば」
　　　１０：３０～　ふるさと情報館
９日（水）
　　ＢＣＧ・３種混合、麻しん・風しん、２種混合予防接種
　　　１５：００～　鶴居診療所
１５日（火）
　　鶴居老人クラブ健康相談
　　　 ９：３０～　鶴居老人寿の家
１６日（水）
　　鶴居村村づくり異業種交流セミナー（１回目）
　　　 ９：３０～　総合センター多目的ホール
　　確定申告相談（対象地区：鶴居市街）
　　　 ９：３０～　役場２階会議室
１７日（木）
　　確定申告相談（対象地区：鶴居市街）
　　　 ９：３０～　役場２階会議室
１８日（金）
　　確定申告相談（対象地区：中雪裡）
　　　 ９：３０～　役場２階会議室
１９日（土）～２０日（日）
　　わんぱくアドベンチャークラブ「チャレンジスクール」
　　　 ９：００～　厚岸少年自然の家
２１日（月）
　　確定申告相談（対象地区：中雪裡）
　　　 ９：３０～　役場２階会議室
２２日（火）
　　確定申告相談（対象地区：幌呂市街）
　　　 ９：３０～　幌呂農村環境改善センター
２３日（水）
　　確定申告相談（対象地区：中幌呂、中幌呂下支幌呂、茂幌呂）
　　　 ９：３０～　幌呂農村環境改善センター
　　赤ちゃんとふれあい体験学習事業
　　　 ９：３０～　幌呂中学校
２４日（木）
　　確定申告相談（対象地区：中幌呂、中幌呂下支幌呂、茂幌呂）
　　　 ９：３０～　幌呂農村環境改善センター
２５日（金）
　　確定申告相談（対象地区：支雪裡、中久著呂）
　　　 ９：３０～　支雪裡コミュニティセンター
　　鶴居村寿大学・大学院２月講座
　　　１０：００～　総合センター
２８日（月）
　　確定申告相談（対象地区：下雪裡）
　　　 ９：３０～　下雪裡コミュニティセンター

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型（
ヒ
ブ
）ワ

ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
全
額
助
成
及
び
助
成

対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
今
年
２
月
か
ら
乳
幼
児
の
細
菌
性

髄
膜
炎
等
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型（
ヒ
ブ
）ワ
ク
チ
ン
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
費
用
の
全
額
助

成
及
び
助
成
対
象
者
の
拡
大
を
開
始
し
ま
す
。

⑴　

助
成
対
象
者

鶴
居
村
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
で
接
種
時
に

生
後
２
ヶ
月
〜
５
才
未
満
の
乳
幼
児

⑵　

助
成
額

　

全
額
村
負
担(

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん)

⑶　

接
種
場
所　

村
立
鶴
居
診
療
所

⑷　

ワ
ク
チ
ン
の
概
要
、
接
種
回
数
等

村
か
ら
配
布
し
て
い
る
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
又
は
村
で
配
布
す
る
回
覧
を
ご

参
考
下
さ
い
。

２月の行事予定

⑸　

接
種
の
予
約
・
お
問
合
せ
先

　

今
年
３
月
ま
で
に
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は

２
月
７
日（
月
）ま
で
に
住
民
課
保
健
師
に
ご
予

約
下
さ
い
。

＊
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
対
象
者
の
保
護
者
の

希
望
に
よ
り
受
け
る
も
の
で
す
。

（
法
律
上
の
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

＊
本
年
４
月
以
降
の
接
種
日
、
予
約
方
法
に
つ

き
ま
し
て
は
、
決
定
次
第
随
時
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

＊
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
の
制
限
や
、
納
品
ま
で

に
日
数
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
予
約
多
数
の
場

合
な
ど
に
は
ご
希
望
に
そ
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

＊
今
年
度
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
全

額
助
成
は
高
校
１
年
生
の
女
子
を
対
象
に
実
施

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
別
途
個
別
に
通
知
し
ま

す
。
な
お
、
来
年
度
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

費
用
の
全
額
助
成
は
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
の
女
子
を
対
象
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
接
種
の
予
約
・
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
子
ど
も
保
健
推
進
係(

保
健
師)

　

☎
64
―
２
１
１
３

携
帯
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
拡

大
し
ま
す
！

　

携
帯
電
話
の
不
感
地
域
と
な
っ
て
い
ま
し
た

茂
雪
裡
、
新
幌
呂
及
び
支
雪
裡
上
地
区
に
お
い

て
、
不
感
対
策
の
た
め
の
鉄
塔
等
が
完
成
し
、

２
月
１
日（
火
）か
ら
開
局
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
局
に
伴
い
、
村
民
の
皆
様
を
対
象

に
、
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
て
携
帯
電
話
の
展
示

販
売
会（
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ド
コ
モ
）を
実

施
し
ま
す
の
で
、
新
規
購
入
又
は
機
種
変
更
等

の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。（
開
催
日
は
２
月
１
日
で

す
が
、
詳
細
は
防
災
無
線
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

産
業
課
情
報
推
進
係

　
（
☎
64
―
２
１
１
４
）

廃
家
電
の
適
正
な
処
理
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
７
月
を
も
っ
て
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
が
終
了
し
ま
す
。

　

使
い
終
え
た
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
な
ど
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
製
品
は
、
買
い
換
え
た
販

売
店
が
引
き
取
り
、
メ
ー
カ
ー
が
リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
す
の
で
、
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
対
象
製
品
：
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
）

【
廃
家
電
の
排
出
方
法
に
つ
い
て
】

　

購
入
し
た
お
店
に
回
収
を
依
頼
し
、
回
収
の

際
に
運
搬
料
と
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
、

リ
サ
イ
ク
ル
券（
控
え
）を
受
け
取
り
ま
す
。

　

な
お
、
買
い
換
え
以
外
の
場
合
は
、
役
場
住

民
課
住
民
係
で
ご
確
認
下
さ
い
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
を
郵
便
局
で
お
支
払

い
に
な
り
、
ご
自
分
で
廃
家
電
を
運
搬
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

廃
家
電
の
指
定
引
取
場
所（
道
内
一
覧
）は
、

北
海
道
庁
循
環
型
社
会
推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
下
さ

い
。

　

道
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/ks/

jss/top_page/kaden-risaikuru-top.htm

【
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
住
民
係

　
（
☎
64
―
２
１
１
３
）

完
成
し
た
鉄
塔

完
成
し
た
鉄
塔



これからの村づくりや明るい未来のために語り合いましょう！
平成23年２月号　８

　村では、村内の各種団体の構成員等が村の現状や将来展望について話し合い、グループ討議や
意見交換会を行なうことにより、村の現状把握や将来展望を行い、今後、農林業、商工観光及び
福祉等の各業種が連携し、ネットワークを活かした村の活性化のための取り組みが多く行われる
ことを目指した「鶴居村村づくり異業種交流セミナー」を実施します。
　講師には、全国を巡り、地域づくりの戦略形成・人材育成・組織形成・社会的起業の促進など、
各地で多くの支援活動を行っているパシフィックコンサルタンツ株式会社文化経済政策課長であ
り、本村も加盟するＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合資格委員の山田泰司さんをお迎えし
ますので、村づくり等に関心のある方や各種団体とのネットワークづくりを目指す方など、多く
の皆様のご参加をお待ちしています。
　セミナーの内容は次のとおりです。

【主　　催】　鶴居村
【後　　援】　釧路丹頂農業協同組合、鶴居村商工会、鶴居村森林組合、鶴居村観光協会、
　　　　　　鶴居村社会福祉協議会
【期　　日】　平成２３年２月１６日（水曜日）及び３月４日（金曜日）の２日間
【会　　場】　鶴居村総合センター多目的ホール
【講　　師】　山　田　泰　司　氏（パシフィックコンサルタンツ株式会社文化経済政策課長　　
　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合資格委員）
【日 程 表】
　２月１６日（水曜日）
　　　９時３０分　開会・オリエンテーション
　　１０時００分　講演会
　　１１時３０分　第２回目のセミナーに向けたグループ分け
　　１２時００分　閉会

　３月４日（金曜日）
　　１０時００分　開会・オリエンテーション（前回のセミナーの復習等）
　　１０時３０分　テーマ達成に向けたワークショップ・グループ討議
　　１２時００分　昼食
　　１２時４０分　討議発表会
　　１３時１０分　グループ討議の結果発表に対する質疑応答
　　１３時３０分　講師による講評
　　１４時００分　閉会
【参 加 料】　無　料
【お申込み】　準備の都合上、平成２３年２月１０日（木曜日）までに鶴居村役場振興課企画係
　　　　　　（☎６４－２１１２番）宛てにお申込みください。

参加しませんか鶴居村村づ
くり異業種交流セミナーに
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第２４回鶴居村タンチョウフェスティバルが開催されます！第２４回鶴居村タンチョウフェスティバルが開催されます！第２４回鶴居村タンチョウフェスティバルが開催されます！
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に

つ
い
て

　

現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
状

況
は
、
全
国
的
に
季
節
性
の
Ａ
香

港
型
に
加
え
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
が
拡
大
す
る
な
ど
本
格

的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
お
い
て
も
、
去
る
１

月
７
日
に
今
シ
ー
ズ
ン
初
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
、
定
点
医
療
機
関

当
た
り
の
受
診
者
数
が
流
行
の
目

安
と
さ
れ
る
「
１
」
を
上
回
り

「
５
．
６
８
」
と
な
っ
た
こ
と
や
、

各
学
校
で
は
新
学
期
が
始
ま
り
、

感
染
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
予
防
の
た
め
に
次
の
こ
と
に
留

意
し
ま
し
ょ
う
。

⑴　

今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン（
３
価
）に
つ
い
て

は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ａ

香
港
型
及
び
Ｂ
型
）及
び
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
有
効
で
す
の
で
、

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

⑵　

帰
宅
後
の
う
が
い
や
手
洗
い

を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

⑶　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な

症
状
が
出
現
し
た
場
合
は
、
マ
ス

ク
の
着
用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹

底
し
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
保
健
所
健
康
推
進
課

　

☎
22
―
１
２
３
３

　

鶴
居
村
役
場
住
民
課
健
康
推
進
係

　

☎
64
―
２
１
１
３

北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期

間
に
つ
い
て

　

北
方
四
島
の
帰
属
問
題
を
解
決

し
、
ロ
シ
ア
と
の
間
に
平
和
条
約

を
締
結
す
る
と
い
う
政
府
の
基
本

方
針
の
下
、
返
還
実
現
に
向
け
て

粘
り
強
い
外
交
交
渉
が
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
の
「
北
方
領
土
の
日
」

は
、
１
８
５
５
年
２
月
７
日（
旧

暦
の
安
政
元
年
12
月
21
日
）、
北
方

領
土
を
日
本
の
領
土
と
し
て
認
め

た
日
露
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
北
方
領
土
問
題
に
対

す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
更
に

深
め
、
全
国
的
な
北
方
領
土
返
還

運
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め

に
、
１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）１

月
の
閣
議
了
解
に
よ
り
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　　

な
お
、
１
月
21
日
か
ら
２
月
20

日
ま
で
の
特
別
啓
発
期
間
中
は
、

総
合
セ
ン
タ
ー
及
び
ふ
る
さ
と
情

報
館
に
お
い
て
返
還
署
名
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

鶴
居
村
役
場
総
務
課
総
務
係

　

☎
64
―
２
１
１
１

不
法
占
用
の
排
除
に
つ
い
て

　

道
路
は
皆
さ
ん
の
財
産
で
あ
り
、

人
も
車
も
安
全
に
通
行
で
き
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

国
道
、
道
道
及
び
村
道
の
道
路

管
理
者
は
、
道
路
を
利
用
す
る

方
々
が
安
全
で
快
適
で
あ
っ
て
欲

し
い
と
願
い
、
道
路
の
管
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
歩
道
上
に

置
き
看
板
や
商
品
陳
列
の
た
め
の

棚
な
ど
が
置
か
れ
て
お
り
、
歩
行

者
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

道
路
を
正
し
く
使
う
た
め
に
、

「
道
路
の
上
空
や
地
下
を
特
定
の
人

が
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
は
、

道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
道
路
法
に
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
安
全
で

快
適
な
道
路
」
の
た
め
、
道
路
上

に
は
違
法
な
物
件
は
絶
対
に
設
置

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

 （
国
道
に
関
し
て
は
）

　

釧
路
開
発
建
設
部
公
物
管
理
課

　

企
画
係

　

☎
24
―
７
１
８
４

 （
道
道
に
関
し
て
は
）

　

釧
路
総
合
振
興
局
釧
路
建
設
管

　

理
部
用
地
管
理
室
管
理
課

　

☎
23
―
０
５
６
３

 （
村
道
に
関
し
て
は
）

　

鶴
居
村
役
場
建
設
課
維
持
管
理
係

　

☎
64
―
２
１
１
５

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質

訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

　

本
年
６
月
か
ら
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
が
、
不
適
正
な
価
格
や
強
引
な

販
売
を
行
う
悪
質
な
訪
問
販
売
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
訪

問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
事
例
）

⑴　
「
一
般
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
義
務
が
あ
る
。　

他
の
お
宅
は
既
に
設
置
し
ま
し
た
」

と
言
っ
て
、
家
に
入
り
込
み
、
機

器
を
設
置
し
た
。

⑵　

代
金
と
し
て
２
万
円
支
払
っ

た
と
こ
ろ
、「
領
収
書
を
持
っ
て
き

ま
す
」
と
言
っ
た
き
り
、
戻
っ
て

来
な
か
っ
た
。（
そ
の
機
器
の
市
場

価
格
は
数
千
円
で
あ
っ
た
）

　

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑴　

業
者
が
出
し
た
契
約
書
や
書

類
を
よ
く
読
ん
で
内
容
を
検
討
し
、

少
し
で
も
不
審
な
点
が
あ
っ
た
場

合
は
、
署
名
や
捺
印
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑵　

商
品
を
現
金
で
支
払
っ
た
場

合
は
、
契
約
書
や
領
収
書
は
必
ず

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書
は

現
金
を
支
払
っ
た
証
明
に
な
り
、　

あ
と
で
解
約
手
続
き
を
す
る
際
に

証
明
書
類
に
な
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
不
適
正
な
訪
問
販
売

で
購
入
、
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
」
を
活
用
し
契
約
な
ど
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
」
と

は
、
契
約（
購
入
）か
ら
一
定
期
間

（
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
販
売

に
つ
い
て
は
、
８
日
間
）以
内
で
あ

れ
ば
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
、
代
金
を
支
払
う
必
要
が
な

く
な
り
、
ま
た
、
代
金
を
支
払
っ

た
場
合
で
も
全
額
返
還
し
て
も
ら

え
る
制
度
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
役
場
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

（
火
災
警
報
器
）

　

鶴
居
消
防
署

　

☎
64
―
２
３
４
４

　

（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
）

　

鶴
居
村
役
場
産
業
課

　

☎
64
―
２
１
１
４

　

釧
路
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
―
３
０
０
０

難
病
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

北
海
道
難
病
連
釧
路
支
部
で
は
、

難
病
患
者
ご
本
人
、
ご
家
族
の
病

気
の
悩
み
、
介
護
保
険
な
ど
の
相

談
を
次
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

⑴　

受
付
日

　

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

⑵　

時
間

　

午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分

【
ご
相
談
先
】
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北
海
道
難
病
連
釧
路
支
部
相
談
室

　

☎
25
―
２
０
１
２

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に

　

平
成
22
年
分
の
個
人
事
業
者
の

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

が
申
告
・
納
税
の
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
署
の
申
告
相
談
会

場
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
期
限

（
３
月
15
日
）間
近
に
な
り
ま
す
と

大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
分
に
お
い
て
、「
課

税
事
業
者
」
と
な
る
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。

⑴　

平
成
20
年
分
の
課
税
売
上
高

が
１
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

⑵　

平
成
20
年
分
の
課
税
売
上
高

が
１
千
万
円
以
下
の
事
業
者
で
、

平
成
21
年
12
月
末
ま
で
に
「
消
費

税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を

提
出
し
て
い
る
事
業
者

（
注
）事
業
の
用
に
供
し
て
い
た
建

物
や
機
械
な
ど
の
譲
渡
収
入
も
、

消
費
税
の
課
税
売
上
高
に
含
ま
れ

ま
す
。

　

な
お
、「
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
書
」
に
は
、「
簡
易

課
税
用
」
と
「
一
般
用
」
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

　

☎
31
―
５
１
０
０

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
事
故
に

ご
注
意
を
！

　

毎
年
、
降
雪
を
迎
え
る
こ
の
時

期
、
沿
道
建
物
等
か
ら
の
落
氷
雪

に
よ
る
死
傷
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
冬
期
間
の
生
活
に

は
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は

思
い
ま
す
が
、
冬
期
間
の
通
行
を

円
滑
に
し
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴　

落
氷
雪
事
故
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
よ
う
な
沿
道
建
物
等
に
つ

い
て
は
、
雪
止
め
を
設
置
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵　

既
に
雪
止
め
が
設
置
さ
れ
て

い
る
場
合
で
も
、
針
金
等
の
錆
、

老
朽
化
等
に
よ
る
破
損
が
原
因
で

落
氷
雪
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
必
ず
点
検
し
、
破
損

等
が
発
見
さ
れ
た
際
は
、
早
急
に

修
繕
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶　

落
氷
雪
事
故
は
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
３
度
か
ら
プ
ラ
ス
３
度
程

度
の
と
き
に
発
生
し
や
す
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
た
め
、
早
め
に
除

雪
す
る
と
と
も
に
、
除
雪
の
際
に

は
、
歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
供

等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑷　

落
氷
雪
が
あ
っ
た
場
合
は
、

直
ち
に
事
故
が
な
い
か
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
歩
行
者
の
通
行
の

支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に
排
除
し

て
く
だ
さ
い
。

⑸　

交
通
事
故
及
び
交
通
障
害
防

止
の
た
め
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪

や
敷
地
内
の
積
雪
を
道
路
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑹　

軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑺　

軒
下
や
道
路
で
は
、
絶
対
に

子
供
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

⑻　

建
物
の
壁
、
窓
枠
、
突
出
看

板
等
か
ら
の
落
氷
雪
は
少
量
で
も

危
険
な
た
め
、
付
着
し
た
氷
雪
の

除
去
を
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の

と
お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る「
休

日
公
証
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴　

日
時

　

２
月
27
日
㈰
10
〜
16
時

⑵　

場
所

　

釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市
末
広

町
７
丁
目
２
番
地　

金
森
ビ
ル
１

階
）

⑶　

ご
相
談
内
容

　

遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
・
尊

厳
死
宣
言
・
お
金
の
貸
し
借
り
・

賃
貸
借
・
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・

慰
謝
料
・
財
産
分
与
等（
相
談
料
は

無
料
で
す
）

⑷　

お
申
込
方
法

　

面
談
に
よ
る
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
相
談
日
の
前
々
日（
２
月

25
日
㈮
）ま
で
に
電
話
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
（
☎
25
―
１
３
６
５
）

「
登
記
印
紙
」が
廃
止
さ
れ
ま
す

　
「
登
記
印
紙
」
が
平
成
23
年
４
月

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
登
記
事
項
証
明
書

や
印
鑑
証
明
書
な
ど
を
請
求
す
る

場
合
に
「
登
記
印
紙
」
に
よ
っ
て

手
数
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
４
月
か

ら
「
収
入
印
紙
」
で
納
付
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

お
手
持
ち
の
「
登
記
印
紙
」
は
４

月
以
降
も
使
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
３
月
末
日
を

も
っ
て
、
釧
路
地
方
法
務
局
内
の

印
紙
売
り
さ
ば
き
を
終
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
４
月
か

ら
は
，
事
前
に
「
収
入
印
紙
」
を

購
入
の
う
え
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
地
方
法
務
局

　

☎
31
―
５
０
０
０

釧
路
短
期
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

釧
路
短
期
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
第
11
回
こ
ど
も
の
た
め
の
オ
ペ
レ

ッ
タ
」
無
料
公
演
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】２
月
19
日
㈯

　

11
時
及
び
14
時
開
演
の
２
回

【
場
所
】釧
路
市
民
文
化
会
館

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
短
期
大
学

　

☎
41
―
０
１
３
１

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各

国
の
青
年
と
の
交
流
を
通
し
て
、

相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
広
い

国
際
的
視
野
と
国
際
協
調
の
精
神

を
身
に
付
け
た
次
代
を
担
う
に
ふ

さ
わ
し
い
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、

青
年
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

青
年
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
事
業

に
参
加
し
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
23
年
度
に
実
施
す

る
「
国
際
青
年
育
成
交
流
」（
９

月
）、「
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交

流
」（
９
月
）、「
日
本
・
韓
国
青
年

親
善
交
流
」（
９
月
）、「
青
年
社
会

活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
10
月
）、「
世
界
青
年
の
船
」

（
平
成
23
年
１
月
か
ら
３
月
）、「
東

南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」（
10
月
か
ら

12
月
）の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

内
閣
府
子
ど
も
若
者
・
子
育
て

　

施
策
総
合
推
進
室

　

☎
03
―
３
５
８
１
―
１
１
８
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.cao.go.jp/koryu/

　

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
国

　

際
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
１
１
―
２
３
１
―
４
１
１
１

　
（
内
線
21
―
２
２
８
）
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３ 休養・心の健康づくり

目標：豊かな自然を楽しみ、こころの幅を広げましょう
　　　　 ▼自分にあった休養や快適な睡眠をみつけましょう
　　　　 ▼ストレス・疲労を自覚しましょう
　　　　 ▼ストレス・悩みごとは一人で抱え込まないで、相談できる仲間を持ちましょう
　　　　 ▼自分や周囲の人のストレスに気がついたら、早めに専門機関に相談しましょう
　　　　 ▼酪農ヘルパーの活用などにより、休日をとりましょう（酪農家）

⑴　調査結果の一部をご紹介します

「健康つるい２１」中間評価～３－１．休養・心の健康づくり

○休養・心の健康づくりに関する取組の方向性
　休養や心の健康づくりに関する全ての指標で横ばいとなっており、策定時と比較すると状況に変化はみられませんでした。
しかし北海道※１と比較すると鶴居村では、睡眠による休養が取れていない人の割合や睡眠補助剤を使用する人の割合が高い状
況にあります。
　このような状況から心身の回復のために必要な休養を取ることができるよう知識の普及啓発をすすめていきます。また、メ
ンタルヘルスについては、適切なストレスマネージメントについての健康教育や普及啓発、相談機関の紹介などをすすめてい
きます。睡眠で満足な休養が得られない人に対しては、睡眠のためにアルコールを摂取するという不適切な行動を避け、睡眠
導入剤を使う場合は、専門医の適切な診察を受けることを周知する必要があります。　
　　　　　　　　　※１ 睡眠による休養が取れていない人の割合（北海道18.9%：中間評価時）
　　　　　　　　　　　 睡眠補助剤を使用する人の割合（北海道6.7%：中間評価時）

次号は、たばこについてお知らせします。
（今月号は鶴居村の“すこやかさん”のコーナーはお休みしました。）

休　養　～こころの健康を保つ生活～
　「休養」は疲労やストレスと関連があり、２つの側面があります。
　１つは「休む」こと、つまり仕事や活動によって生じた心身の疲労を回復し、元の活力のある状態に戻すという
側面です。２つ目は「養う」こと、つまり明日に向かって鋭気を養い、身体的、精神的、社会的な健康能力を高め
るという側面です。
　このような「休養」を達成するためにはまず「時間」の確保、特に、長い休暇を積極的に取ることが重要になりま
す。しかし、このような休養の時間を取っても、単に“ごろ寝”をして過ごすだけでは真の「休養」とはなりません。
リラックスしたり、自分を見つめたりする時間を一日の中につくること、趣味やスポーツ、ボランティア活動な
どで週休を積極的に過ごすこと、長い休暇で、家族の関係や心身を調整し、将来への準備をすることなどが真の
休養につながります。積極的に休養を取り、今日の健康だけではなく、明日の健康のために有意義な時間を過ご
しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（健康日本２１　３．休養・こころの健康づくりより抜粋、要約）
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鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

みなくる図書室みなくる図書室
●開館時間●開館時間
　10：00～18：15　10：00～18：15
●休 館 日●休 館 日
　２月の休館日は、２月２２日（火）です。　２月の休館日は、２月２２日（火）です。
●貸し出し●貸し出し
　【本・雑誌・紙芝居】　【本・雑誌・紙芝居】
　２週間（１人５冊まで）　２週間（１人５冊まで）
　【ＣＤ・ＶＴＲ】　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～お知らせ～
○2月の休館日は、2月22日（火曜日）です。

今編みたいスヌード
＆ネックウォーマー
ネックまわりのあったか
おしゃれにかかせない注
目アイテム！

　リング状につながった
今注目のマフラー・ス
ヌードと、あったかお
しゃれなネックウォー
マーの作品集。シンプル
な棒針編みの作品とレー
シーなかぎ針編みの作品
を３１点掲載。男女兼用の
デザインも紹介。

もりの おくの
　　おちゃかいへ
みやこし　あきこ　著

　おばあちゃんの家に
ケーキを届けにいくこと
になったキッコちゃん。
おつかいの途中でキッコ
ちゃんが迷いこんだ不思
議な館。そっとのぞいて
みると、おめかしした動
物たちがすてきなお茶会
を開いていて…。

断捨離セラピー
いろんなことがラクになる！

やました ひでこ　監修
あいかわ ももこ　著

　モノを捨てれば、部屋
も心も軽くなる。片づけ
下手な漫画家に訪れた奇
跡とは。自分のモノとの
関係を問い直し、自分が
理想とする住まい、暮ら
し、人生を発見するため
の「断捨離」を著者の実体
験をもとに漫画で紹介。

親は知らない
ネットの闇に吸い込まれ
る子どもたち

読売新聞社会部　著

　ケータイ画面の向こう
側には、親の想像を超え
た世界が広がっている。
その悪意の世界をありの
まま伝える迫真のルポル
タージュ。親が子どもを
守るためのケータイ理解
の必読書。ケータイ依存
度チェックリスト付き。

郷愁という名の密室
牧　薩次　著

　北関東の小都市でケア
センターのヘルパーをす
る主人公・矢住鼎。紛れ
込んだ故郷の温泉宿で奇
妙な事件に遭遇する。幼
少時の記憶の謎が…。本
格ミステリ大賞受賞の大
型新人、待望の受賞第１
作。

ユリシーズ・ムーアと
時の扉

金原　瑞人　翻訳

　「この家はユリシーズ・
ムーアの幽霊にとりつか
れている。」…。古い洋
館に引っ越してきた１１
歳の双子、ジェイソンと
ジュリアは、友人のリッ
クとともに洋館の謎に挑
む。世界１８カ国でミリオ
ンセラーになった怒濤の
冒険ミステリー、ついに
日本上陸。

「ふるさと情報館みなくる」では、村民の皆様の図書やＣＤ・ＤＶ
Ｄ購入のリクエストにお応えしています。希望される図書等があ
る場合、図書室で申し込み願います。但し、図書等の内容により、
ご希望にお応えできない場合もありますので、ご了承願います。
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凍
原
社
一
月
句

煮
崩
れ
も
又
良
し
と
し
て
冬
至
か
な

健
や
か
な
笑
顔
揃
う
て
初
句
会

七
種
の
三
品
な
れ
ど
も
七
日
粥

子
等
孫
ら
集
ひ
来
る
日
の
初
化
粧

初
御
空
栃
に
来
て
去
る
小
鳥
ど
ち

呵
呵
大
笑
家
族
そ
ろ
い
て
二
日
か
な

初
句
座
の
一
字
に
ま
よ
い
花
一
輪

一
言
に
胸
の
温
も
り
初
電
話

靴
の
音
君
と
解
り
し
凍
つ
る
夜

孫
来
た
る
口
は
達
者
に
初
時
雨

ク
ル
ミ
割
人
形
の
如
雪
の
降
る

遥
拝
の
白
き
峰
々
初
阿
寒

ミ
ヤ
ノ

水　

脈

由
美
子

ち
え
こ

千　

恵
忠

貴　

子

孝　

子

紀
代
子

恒　

子 

春
夢
子

和　

子

　
●冬こそバードウォッチング
　「バードテーブルと塘路湖の鳥」
【日　時】２月５日(土)
     　　  午前１０時から正午まで
【場　所】塘路湖エコミュージアムセンター
【参加料】無料
【お申込先】塘路湖エコミュージアムセンター
　　　　（☎015-487-3003）
●歩くスキーで冬の湿原ハイク
【日　時】２月６日(日) 
　　　　午前１０時から正午まで
【場　所】温根内ビジターセンター
【参加料】無料
【お申込先】温根内ビジターセンター
　　　　（☎65-2323）

　鶴居村飲食店組合では、
「ｆｏｏｄと風土のおもてなし」
と銘を打ち、「ふーど」な福袋を販売します。
　１，５００円から３，０００円相当の村内飲食店等で使える
「商品券」が入った福袋の特別販売です。
　もれなく、お子様用温泉利用券「ちびっこ♨パス」
（１，０００円相当）をプレゼント！！
　販売価格等の内容については次のとおりです。
【販 売 価 格】　１個　１，０００円
【販 売 日 時】　平成２３年１月２９日（土）１１時から
　　　　　　　(販売時間は午後３時までですが、売り切
　　　　　　　れ次第、終了します）
【販 売 場 所】　ホテルＴＡＩＴＯ　特設会場
【利 用 期 間】　平成２３年１月２９日（土）から
　　　　　　　６月３０日（木）まで
【お問合せ先】　「居酒屋　鶴」の金岩さん
　　　　　　　☎０８０－５５９０－５８５１

　

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
心
温
ま
る
善
意
に
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
地
域
振
興
及
び
地
域
福
祉
等
に

関
す
る
事
業
の
た
め
に

　

上
幌
呂　

宮
崎 

昭
夫　

様

　
　

金
一
○
○
、
○
○
○
円

●
役
場
窓
口
の
充
実
の
た
め
に

　

釧
路
市　

㈱
北
電
工
業　

様

　
　

窓
口
記
載
台
照
明
機
器
一
式

　村では、村内で新たに事業を起こ
そうとされる方や新たな事業分野へ
の進出を目指す方への「起業化支援
事業補助制度」を設けています。
　補助事業について関心のある方な
ど随時ご相談をお受けしていますの
で、ぜひご相談ください。
【お問合せ先】役場産業課商工観光係
　　　　　　  ☎６４－２１１４

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
や
各
団
体
・
グ
ル
ー

プ
等
の
皆
さ
ん
が
本
村
の
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
個
性
あ
る
村
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

て
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
各
種
取
り
組

み
を
村
が
支
援
す
る
補
助
制
度
で
す
。

【
補
助
対
象
事
業
】

①
地
域
活
性
化
事
業
〜
人
材
（
若
者
、
女
性

等
）
育
成
事
業
な
ど
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

振
興
事
業
〜
地
域
活
動
振
興
事
業
な
ど
③

地
域
文
化
振
興
事
業
〜
地
域
に
根
ざ
し
た
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
事
業
な
ど
④
地
域
振
興

上
特
に
必
要
と
認
め
る
事
業
な
ど

　

何
か
ひ
ら
め
い
た
と
き
は
、
ま
ず
は
役
場

振
興
課
企
画
係
（
☎
64
―
２
１
１
２
）
ま
で

お
電
話
を
！

補
助
率
が

補
助
率
が

３
分
の
２
で
す
！

３
分
の
２
で
す
！

火災予防及び交通事故防止について火災予防及び交通事故防止について
　冬期間はストーブなどの暖房器具を
使用することが多くなり、また空気も
乾燥することから、ふとした不注意に
よる火災の危険性が高まります。
　また、道路状況の悪化によるスリッ
プなどでの交通事故の危険性も高まり
ます。
　火災ゼロや交通事故ゼロに向けて、
村民一丸となって取り組みましょう。
【お問合せ先】 鶴居消防署☎ 64-2344
 鶴居駐在所☎ 64-2151

起業化支援事業補助金
申請受付中です！

２月の２月の

む
ら
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
補
助
金

申
請
受
付
中
！



村内の自然採食地は今
　2010年12月は雪が少なく、例年と比べると気温が高かったためか、サンクチ
ュアリの給餌場に飛来するタンチョウの数は、最大300羽以上集まる年末年始で
も200羽程度でした。湿原や湖沼の凍結が遅く、まだ繁殖地に残っているタンチ
ョウや、給餌場周辺でも凍っていない水辺で餌をとる個体が多かったのでしょう。
村内の自然採食地については、今年もその場所を探す調査や、タンチョウが利用
できるように管理した水路の利用状況を把握する調査を開始しました。

管理した水路でタンチョウの利用を確認

　今年の夏に農家の方に許可
をいただき管理した水路で
は、12月から周辺で何度かタ
ンチョウを見かけたり、水路
のまわりでタンチョウの足跡
を確認していました。すでに
利用しているかもしれませ
ん。タンチョウを驚かさずに、
利用状況を知るためにビデオ
で記録し、様子をみることに
しました。すると、１月９日、
２羽のタンチョウが水路に入
っていく姿がビデオに映って
いました。２羽は、木々をぬ
けて水路へ入ってくると、水のなかでしばらく何かをつつき、反対側へ抜けてい
きました。２分ほどの利用でしたが、樹木を管理し、タンチョウが水路へ入れる
ようにすることで、自然採食地となった証明です。引き続き、利用の様子を調べ
ていきたいと思います。

自然採食地となっている水路の様子

　見渡しの良い山の上に登っ
て、自然採食地の場所を探す
調査では、今年もタンチョウ
が利用しているエリアがあ
り、特に利用頻度の高い水路
がありました。実際に水路を
見に行くと、他の水路よりも
幅がひろく、ふちの傾斜がゆ
るやかで、タンチョウが利用
しやすそうな場所でした。こ
こでもビデオを設置して、タ
ンチョウが自然採食地として
どのように利用しているのか
調べることにしました。撮影
した映像を確認すると水の中で何かつついたり、水を飲んだりと、ほぼ一日中数
羽から数十羽のタンチョウが利用していました。午後になるにつれ、羽数が増え
ていき、山の上からの調査では一度に最大９羽の利用しか確認できませんでした
が、ビデオ調査では25羽以上の利用が確認できました。ひしめきあうようにこ
れだけ多くの羽数が１つの水路を利用している状態は予想以上でした。
　この冬は、山の上からの調査に加えて地上からの調査も行い、２月の最も気温
が下がる時期でも凍らずに残っている水辺がどこにあるのかを探していく予定で
す。

15　平成23年２月号

鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
伊　藤　加　奈

電話　64-2620 ／ FAX 64-2239
http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/
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管理した水路を利用するタンチョウ（矢印）

タンチョウが特に利用していた水路



12月末
住民登録人口

※「赤丸」は、平成22年９月27日に新たに加盟した町村です。

❶ 北海道　美瑛町［事務局］
❷ 北海道　赤井川村
❸ 山形県　大蔵村
❹ 岐阜県　白川村
❺ 長野県　大鹿村
❻ 徳島県　上勝町
❼ 熊本県　南小国町
❽ 宮崎県　高原町
❾ 長野県　木曽町開田高原
10 北海道　標津町
11 岐阜県下呂市　馬瀬
12 北海道　鶴居村
13 北海道　京極町
14 山形県　飯豊町
15 長野県　中川村
16 長野県　南木曽町
17 京都府　伊根町
18 高知県　馬路村
19 秋田県　小坂町
20 秋田県　東成瀬村

「日本で最も美しい村」
連合加盟町村を
ご紹介します！

　年末年始にかけて大荒れの天気予報でしたが、予報
が当たらなく、ホッとされた方も多かったのではない
でしょうか。
　寒さはますます厳しくなるものの、徐々に日が長く
なり、一歩一歩、春が近付いていると感じられます。
　広報の記事でもお知らせしていますが、２月６日（日）
には、２４回目を迎えた恒例のタンチョウフェスティバ
ルが開催されます。そのタンチョウフェスティバルも、
実行委員会の皆さんのアイデアで様々な趣向を凝らし
た企画が用意されているようです。
　ぜひ参加され、楽しいひとときを過ごされてはいか
がでしょうか。（Ｋ）

■人口 
総数 2,541 人
（前月比 － 1人）
昨年同期は 2,574 人で、対前年
比較は－ 33人です。

男 1,267 人（前月比＋ 1人）
女 1,274 人（前月比－ 2人）

■世帯数
 1,039 戸（前月比＋ 2戸）
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21 群馬県　昭和村
22 群馬県中之条町　伊参
23 山梨県　早川町
24 長野県　小川村
25 長野県　池田町
26 奈良県　曽爾村
27 島根県　海士町
28 岡山県　新庄村
29 愛媛県　上島町
30 福岡県　星野村
31 長崎県　小値賀町
32 宮崎県　綾町
33 鹿児島県　喜界町

34 福島県　飯舘村
35 福島県　北塩原村
36 長野県　高山村
37 奈良県　十津川村
38 鳥取県　智頭町
39 沖縄県　多良間村

㉙愛媛県 上島町（かみじまちょう）
　上島町は、愛媛県の東北部、広島県境に位
置し、瀬戸内海のほぼ中央に浮かぶ人口約
７６００人の町です。
　上島町の島々には、古くから植え継いでき
た桜が数多くあり、中でも岩城島の積善山の
桜は町の宝になっています。これら約３０００
本の桜は天女が羽衣を広げたようで、壮観の
一言に尽きます。
　また、弓削島には「なまこ壁」をはじめとす
る古い歴史に彩られた文化の香りが漂う建造
物も残されています。
お問合せ先 上島町役場 (TEL 0897-77-2500)
〒794-2592 愛媛県越智郡上島町弓削下弓削210 
http://www.town.kamijima.ehime.jp/

写真／高橋　毅


